
セグメント
利益

売上収益

営業基盤（連結）

売上収益・利益構成（連結）

7,729名 45.2 %

ミウラグループ会社総数 連結従業員数 海外従業員比率

59.8 % 約75,000台 94拠点

オンラインメンテナンス
管理台数
（三浦工業）

国内拠点数
（三浦工業）

国内貫流ボイラシェア
蒸発量ベースでのシェア率

（三浦工業）32社
国内 13社
海外 19社

約1,200人

11,018.6
 t-CO2

90.6 % 14.6万m3

フィールド
エンジニア数
（三浦工業）

GHG排出量
（Scope 1・2）※1

排出物
リサイクル率

5,430 kL

エネルギー利用量
（原油換算） 水使用量

国内概況

ダイオキシン分析前処理装置の
国内シェア

業務用クリーニング機器の
国内シェア

食品機器  真空冷却機の
国内シェア

メディカル機器  
器具除染用洗浄器の国内シェア

業務用軟水装置の
国内シェア

小型貫流ボイラの
国内シェア

舶用補助ボイラの
国内搭載数

ミウラの
国内No.1
（自社調べ）

10.1 %

12.1 %

売上収益
営業利益率

ROE

営業利益

253億円2,513億円
売上収益

国内機器販売事業
● 蒸気ボイラ ● 温水ボイラ ● システム機器 
● エアコンプレッサ ● 水処理機器 ● 業務用軟水器
● ボイラ用水処理薬品 ● 特機製品 ● 舶用機器 
● 食品機器 ● メディカル機器 ● 冷熱機器用薬品 
● ダイオキシン類分析 ● ランドリー事業

海外機器販売事業
● 蒸気ボイラ ● 温水ボイラ ● システム機器 
● 水処理機器 ● ボイラ用水処理薬品 ● 特機製品 
● 食品機器 ● メディカル機器

国内メンテナンス事業
● 有償メンテナンス ● 保守契約（ZMP等） 
● 点検契約 ● メンテナンスリース

海外メンテナンス事業
● 各種有償保守管理契約 ● 点検契約 
● MZM（舶用有償保守） ● 有償メンテナンス 
● 各種部品

海外
メンテナンス
事業

17%

海外
機器販売事業

23%

海外
メンテナンス
事業

21%

国内
メンテナンス
事業

35%

国内
機器販売事業

21%

海外
機器販売事業

32%

国内
メンテナンス
事業

18%

国内
機器販売事業

33%

（2 0 2 5年 3月 31日現在）

数字で見るミウラグループ

国内 4,233名
海外 3,496名

無形資産償却、M＆A費用除く営業利益より算出しています。

算定範囲は、三浦工業（支店を除く）および国内グループ  ※2

ろ過ユニット 減圧沸騰式洗浄器RR

算定範囲は、三浦工業および国内グループ ※2

国内市場における蒸発量の算出方
法は、自社調べによる貫流ボイラの
使用年数より算出しています。

Cleaver-Brooks社1社、CERTUSS社1社として算出

※1  Scope 1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出（燃料の燃焼、工業プロセス）、温対法基準（エネルギー起源）、Scope 2：他社から供給された電気、熱・蒸気の使用にともなう間接排出　
※2  当該ページの国内グループは、三浦マニファクチャリング、三浦アクアテック、三浦工機、三浦環境マネジメント、ミウラ・エス・エー、ミウラジョブパートナー、他3団体
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1 2│　　　　三浦工業株式会社  統合報告書 2025


